
第１１回“夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 
（感想文は、原文のまま掲載しております。） 

  

『夢』いっぱい賞（最優秀賞） 

南野上小学校 浦野 瑞 （うらの みずき） 

絵本： よつばのおはなし 

「よつばのおはなし」をよんで 

うらの みずき 

まえにおかあさんによつばをみつけるといいことがあるといわ

れたので、このほんをよもうとおもいました。 

このほんをよんでみると、よつばのこは、みんなとおなじとおも

っていたのに、きみだけちがうといわれて、わたしはかなしいきも

ちになりました。わたしは、どんなはっぱでもいいのにとおもいま

した。どうして、はっぱがみんなちがうのか、ふしぎにおもいまし

た。かんがえてみると、にんげんでもひとりひとりちがうのがわか

りました。もんしろちょうが、よつばのはっぱを、みんなとちがうけ

れど、かわいいといってくれた。どんなふうにちがっていても、い

いところをみつけてあげるのがいいとおもいました。 

 じぶんだけちがっていても、じぶんのいいところをみつけて、

すきになりたいです。 



 『夢』どきどき賞（優秀賞） 

黒江小学校  康原 颯太（やすはら ふうた） 

 絵本： ぼくだけが知っているヘンテコなきかいのしくみ 

   「ヘンテコなぼくだけがしっているきかいのしくみ」をよんで 

やすはら ふうた 

 ぼくは、このほんをよんで、すごいなあとおもいました。 

 なにがすごいとおもったというと、トイレのしくみについてかい

ているぶぶんです。 

ぼくのいえのトイレとおんなじなので、そうぞうしてうれしかっ

たです。 

おかあさんにきくと、ほんとうは、なかにひとがすんでいない

し、きかいがうごかしているんだよといわれて、すこししょっくで

した。 

 ぼくは、このほんのかんがえかたがすきだし、ぼくのすいとうも

おなじように、なかにひとがすんでいてつめたいおちゃがのめる

とおもったらたのしくなってきた。 

これからも、クーラーやパソコンなどで、いろんなそうぞうをふ

くらませたいとおもいました。 

 



『夢』どきどき賞（優秀賞）   

中野上小学校  田村 春太 （たむら はるた） 

                 絵本： ねこのえきちょうさん たま 

 「ねこのえきちょうさん たま」をよんで 

たむら はるた 

ぼくは、このほんをよんで、おしごとでひとをしあわせにしてみたい

とおもいました。たまちゃんは、みまもることでしあわせにしているよ

うでした。こどもには、あくびをしてあげていました。こどもは、かわい

いなとおもっていそうでした。 

 ぼくは、たまちゃんのおはなしをよんで、えきちょうさんになってみた

いとおもいました。ぼくがなりたいのは、みんなをまもってあげること

ができるえきちょうさんです。みんなをみまもっていたたまちゃんとは

すこしちがいます。ぼくは、あぶないことがあったら、そのひとをたす

けてあげるえきちょうさんになりたいです。でんしゃでけがをしないよ

うにして、みんなをしあわせにしたいです。たまちゃんとやることはち

がいますが、すこしにています。 

 たまちゃんはおしごとをしてめだるをもらいました。うれしそうにして

いました。ぼくは、めだるはほしくはありません。おしごとができたら

いいです。 

 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

           日方小学校  田岡 昇輝 （たおか しょうき） 

絵本： 「はい」「いいえ」ほうこく 

 「はい」「いいえ」ほうこく 

たおか しょうき 

 ぼくは、「はい」「いいえ」ほうこくという本を読みました。 

 「はい」のほうこくは、うれしいことや、いるもの、「いいえ」のほ

うこくは、いらないものをかいていました。おはなしのなかの「は

い」は、おいしい食べものやがんじょうな家、うきうきのきもち、す

きなことができるばしょとじかん、「いいえ」は、とげとげのことば

やせんそうとかいてありました。 

 ぼくの「はい」のほうこくは、おとうさん、おかあさん、おにいち

ゃんといっしょにいることです。それから、友だちと学校でサッカ

ーをすることです。 

 「いいえ」のほうこくは、まっくらなへやや、こうつうじこ、すきな

友だちにきらわれることです。 

 ぼくは、せかいじゅうの「いいえ」のほうこくがなくなって、「は

い」のほうこくでいっぱいになればいいなとおもいます。 

ぼくの「はい」のほうこくもいっぱいにしていきたいです。 

 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

 日方小学校  榎本 充希（えのもと みつき） 

絵本： ねこのえきちょうさん たま 

  たまからにたまへ 

えのもと みつき  

 わたしがしらないおはなしでした。 

 はじめにたまちゃんがえきちょうになったとき、たまちゃんがせか

いでのはじめてのかわいいえきちょうでした。 

 たまちゃんが、まいにちあいさつをしてくれるので、うれしいとお

もいます。 

 たまちゃんにあいにいくひとは、えがおがわいてくるとおもいま

す。 

 きしえきにいったことがあるけど、にたまちゃんが、すやすやきも

ちよくねているのでかわいいです。 

 たまは、いまもみんなのにんきものだなぁとおもいました。 

 たまのやさしさを、にたまにうけつがれまたつぎのじだいへ、そ

してなんねんもうけつがれていくことでしょう。 

 にたまちゃんも、りっぱなえきちょうになることでしょうね。 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

 中野上小学校  大瀬 あゆ（おおせ あゆ） 

絵本： にぎやかもりのツリーハウス 

  みんなのとくいなこと 

おおせ あゆ 

 わたしは、「にぎやかもりのつりいはうす」というほんをよみまし

た。このほんをえらんだのは、どうぶつがいっぱいいてにぎやかで

おもしろそうだったからです。 

 このほんは、ねずみくんがもりのなかまといっしょにつりいはうす

をつくるおはなしでした。 

 ぞうさんがおおきなきをはこんでいるところがすごかったです。ち

からもちだなあとおもいました。 

 きつつきさんがくぎをうったり、ねこくんがつめでかんばんのもじ

をきれいにかいていました。みんなじぶんのとくいなことをしてい

て、わたしもなにかやってみたいです。 

 ねずみくんは、みんなのやくにたつことができたのかふあんそう

だったけど、みんながありがとうといってくれて、うれしそうだった

のでわたしもうれしくなりました。 

 みんなでちからをあわせてすごくおおきなつりいはうすができま

した。 

わたしもみんなといっしょにあそんでみたいです。 


